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第５回定例会には、平成22年度補正予算関係２件、条例関係４件、人事案件３件、その他の
案件11件の20件が市長から上程され、請願として７件を提出しました。「専決処分の報告及び
承認について」と人事案件３件は、２日目に採決をし、原案のとおり可決しました。「土岐市功
労章の授与について」は、防犯功績により藍綬褒章を受章されました中根眞人さん（駄知町）の
授与を可決し、12月９日議場において授与式が行われました。予算関係、条例関係、その他の案
件の18件は、各常任委員会に付託され、12月 13日に第２常任委員会、11月 29日、12月 14
日に第１常任委員会でそれぞれ審査し、本会議において、すべて原案のとおり可決しました｡ また、
請願の６件についても、各常任委員会に付託され審査し、本会議において５件が不採択、１件が
継続審査となりました。また、最終日には、議員提出議案として４件提出し、３件は、本会議に
おいて可決しましたが、１件は、議会運営委員会に付託され審査し、本会議において否決されま
した。
本会議での採決状況及び結果につきましては、下表のとおりです。

平成２２年 第５回定例会報告平成２２年 第５回定例会報告平成２２年 第５回定例会報告

議　案　名 採決結果 議案の主な内容
専決処分の報告及び承認について
平成22年度土岐市一般会計補正予算（第3号） 全会一致 補正額  30,000 千円

専決処分の報告及び承認について
平成22年度土岐市病院事業会計補正予算（第2号） 全会一致 補正額  76,712 千円

平成22年度土岐市一般会計補正予算（第4号） 全会一致 補正額  15,806 千円
平成22年度土岐市後期高齢者医療保険特別会計補正予算
（第1号） 全会一致 補正額  14,072 千円

土岐市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関
する条例及び土岐市常勤の特別職職員の給与に関する条
例の一部を改正する条例について

全会一致
市長・副市長・教育長・議
員等の期末手当を0.2月分
削減

土岐市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例
について

賛成 15
反対 1

職員の給与月額の改定、期
末手当の0.2月分削減

土岐市農業集落研修センターの設置及び管理に関する条
例を廃止する条例について 全会一致 細野・蘭仙農業集落研修セ

ンターの廃止
土岐市学校給食センター条例の一部を改正する条例につ
いて 全会一致 給食センター移転に伴う改

正
土岐市温泉活用型健康増進施設の指定管理者の指定につ
いて 全会一致 平成23年4月から5年間の

指定
土地の交換について 全会一致 妻木陶磁器工業㈿との交換

訴えの提起について（7件） 全会一致 市営住宅家賃支払請求及び
明渡し請求

土岐市功労章の授与について 全会一致 中根眞人さんへの授与
人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることに
ついて（2件） 全会一致 酒井忠造さん、石川憲美さ

んの推薦同意
保育制度改革に関する意見書提出を求める請願書につい
て

採　択 1
不採択 15

所得税法第56条の廃止をもとめる請願書について 採　択 1
不採択 15

後期高齢者医療制度の廃止に関する意見書の提出を求め
る請願について

採　択 2
不採択 14

最低保障年金制度の制定を求める意見書の提出を求める
請願について

採　択 1
不採択 15



土 岐 市 議 会 だ よ り土 岐 市 議 会 だ よ り
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議　案　名 採決結果 議案の主な内容
高齢者の生活実態に見合う年金引き上げを求める意見書
の採択を求める請願について

採　択 2
不採択 14

環太平洋戦略的経済連携協定の参加に反対する請願について 全会一致 継続審査
土岐市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関
する条例の一部を改正する条例について 全会一致 議員等就・離職該当月の報

酬の日割り支給
土岐市議会政務調査費の交付に関する条例の一部を改正
する条例について 全会一致 収支報告書への領収書添付

義務付
土岐市議会政務調査費の交付に関する規則の一部を改正
する規則について 全会一致 収支報告書への領収書添付

義務付

議会改革特別委員会の設置について 賛成 4
反対 11 議会改革の調査研究

第
二
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案

は
、
条
例
関
係
２
件
、
そ
の
他
の
案
件
７
件
、

請
願
１
件
で
あ
り
ま
し
た
。
主
な
質
疑
・
答

弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。

☆
土
岐
市
農
業
集
落
研
修
セ
ン
タ
ー
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

に
つ
い
て

質
疑 

設
置
の
目
的
と
現
在
の
利
用
状
況
は
。

答
弁 
農
業
振
興
に
関
す
る
研
修
会
、
講
習

会
、
集
会
等
を
行
う
た
め
に
、
農
業
集
落
研

修
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
が
、
現
在
は
地
元

の
子
ど
も
会
や
町
内
会
等
の
利
用
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
。

☆
土
岐
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

質
疑 

土
岐
津
町
土
岐
口
１
３
７
２
番
地
の

１
と
い
う
地
番
は
、
中
山
鉱
山
や
土
岐
川
ま

で
含
め
た
か
な
り
広
い
面
積
で
あ
る
が
、
分

筆
を
し
な
い
の
か
。

答
弁 

住
所
の
設
定
と
し
て
は
問
題
が
な
い

た
め
、
土
岐
口
財
産
区
と
の
契
約
も
こ
の
住

所
で
行
っ
て
い
る
。
分
筆
す
る
に
は
、
多
額

な
費
用
が
か
か
る
た
め
、
今
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
な
い
。

☆
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て
（
３
件
）

第
二
常
任
委
員
会

質
疑 

３
名
の
方
に
明
け
渡
し
請
求
を
す
る

が
、
空
き
家
状
態
と
判
明
し
て
か
ら
の
対
応

は
。答

弁 

催
告
書
を
年
に
２
回
送
り
、
ま
た
住

宅
を
訪
問
等
し
た
時
は
、
近
所
の
方
に
状
況

を
聞
い
た
り
、
連
絡
依
頼
の
文
書
を
置
い
た

り
し
た
。

☆
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て
（
４
件
）

質
疑 

未
納
者
の
う
ち
、
今
回
４
名
の
方
を

訴
え
る
こ
と
に
し
た
理
由
は
。

答
弁 

過
去
に
何
度
も
足
を
運
ん
で
催
告
し

て
い
る
が
、
い
っ
こ
う
に
払
う
意
思
が
な
い
。

分
納
誓
約
を
し
て
も
払
わ
な
い
。
ま
た
、
相

手
方
に
誠
実
性
が
な
い
た
め
、
提
訴
す
る
こ

と
に
決
め
た
。

意
見 

今
回
初
め
て
の
裁
判
で
あ
る
が
、
裁

判
を
起
こ
す
ま
で
に
、
何
度
も
足
を
運
ん
だ

り
、
催
促
し
た
り
、
相
当
苦
労
さ
れ
て
い
る

と
察
し
て
い
る
。
今
回
決
断
し
た
こ
と
は
い

い
評
価
だ
と
思
う
。

☆
22
請
願
第
７
号
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
協

定
の
参
加
に
反
対
す
る
請
願
に
つ
い
て

意
見 

こ
の
問
題
は
、
工
業
界
と
農
業
界
が
、

真
二
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、
も
う
少
し
、
推

移
を
見
守
る
べ
き
で
あ
り
、
継
続
審
査
と
し

た
い
。

　

農
業
や
雇
用
に
つ
い
て
大
変
難
し
い
こ
と

も
あ
る
が
、
将
来
を
見
通
し
て
み
る
と
日
本

は
貿
易
立
国
と
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、
参
加
に
反
対
す
る
請
願
に
は
賛
同

で
き
な
い
た
め
、
不
採
択
と
し
た
い
。

　

陶
磁
器
業
界
に
と
っ
て
は
、
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
だ
ろ
う
し
、
韓
国
が
参
加
を
す
る
と
想

定
す
れ
ば
、
こ
の
ま
ま
の
日
本
で
は
多
分
落

ち
込
ん
で
し
ま
い
、
工
場
な
ど
は
海
外
移
転

が
進
み
、
国
そ
の
も
の
が
成
り
立
た
な
く
な

る
と
思
う
。
し
か
し
、
農
業
を
守
る
政
策
を

国
に
し
っ
か
り
し
て
も
ら
う
た
め
に
意
見
書

を
出
す
こ
と
の
意
義
が
あ
る
と
考
え
、
採
択

と
し
た
い
。

第
一
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案

は
、
補
正
予
算
関
係
２
件
、
条
例
関
係
２
件
、

そ
の
他
の
案
件
２
件
、
請
願
５
件
で
あ
り
ま

し
た
。主
な
質
疑・答
弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。

☆
平
成
22
年
度
土
岐
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

質
疑 

被
災
者
生
活
・
住
宅
再
建
支
援
金
の

適
用
基
準
は
。

答
弁 

県
内
で
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
が

適
用
さ
れ
た
自
然
災
害
を
受
け
ら
れ
た
ケ
ー

ス
の
中
で
、
被
害
の
程
度
、
世
帯
の
収
入
に

応
じ
支
援
す
る
。

質
疑 

温
泉
活
用
型
健
康
増
進
施
設
整
備
基

金
積
立
総
額
は
。

 

今
回
の
百
58
万
４
千
円
を
含
め
５
百

56
万
９
千
３
百
53
円
と
な
る
。

☆
平
成
22
年
度
土
岐
市
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

第
一
常
任
委
員
会

答
弁
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質
疑 

保
険
料
の
算
定
は
２
年
間
同
じ
保
険

料
で
取
り
扱
わ
れ
る
が
そ
の
後
の
見
通
し
は
。

答
弁 
保
険
給
付
費
の
医
療
費
の
伸
び
等
が

考
慮
さ
れ
、
広
域
連
合
で
算
定
さ
れ
る
。

☆
土
岐
市
温
泉
活
用
型
健
康
増
進
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

質
疑 

選
考
委
員
会
の
委
員
構
成
は
、
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁 

学
識
経
験
者
１
名
、
医
師
会
１
名
、

税
理
士
会
１
名
、
一
般
公
募
２
名
、
市
執
行

部
か
ら
５
名
の
計
10
名
で
選
考
し
た
。

☆
土
地
の
交
換
に
つ
い
て

質
疑 

今
回
の
土
地
の
交
換
は
、
市
・
妻
木

陶
磁
器
工
業
組
合
双
方
に
有
利
な
交
換
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

答
弁 

組
合
取
得
地
は
、
事
務
所
を
自
己
所

有
地
と
し
て
一
体
利
用
で
き
る
こ
と
。
市
取

得
地
は
、
市
道
に
接
し
て
お
り
将
来
的
に
事

業
用
地
と
し
て
適
し
て
い
る
。

☆
22
請
願
第
２
号
保
育
制
度
改
革
に
関
す
る

意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て

意
見 

国
が
検
討
し
て
い
る
新
た
な
保
育
制

度
は
、
市
場
原
理
に
よ
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
招
く
た
め
、
土
岐
市
議
会
と
し
て
、

意
見
書
の
提
出
を
望
み
、
採
択
し
た
い
。

　

こ
の
請
願
の
中
に
直
接
契
約
、
直
接
補
助

方
式
を
導
入
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
が
、

市
民
の
選
択
の
自
由
を
奪
う
こ
と
に
な
り
、

不
採
択
と
し
た
い
。

☆
22
請
願
第
３
号
所
得
税
法
第
56
条
の
廃
止

を
も
と
め
る
請
願
書
に
つ
い
て

 

所
得
税
法
第
56
条
に
家
族
の
労
賃
を

認
め
な
い
と
あ
る
の
が
問
題
で
あ
り
、
採
択

と
し
た
い
。

　

青
色
申
告
、
白
色
申
告
が
区
分
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
、
家
事
専
従
に
対
す
る
税
法
上
の

問
題
で
あ
り
、
所
得
税
法
第
56
条
の
廃
止
に

こ
だ
わ
る
請
願
は
不
採
択
と
し
た
い
。

☆
22
請
願
第
４
号
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

廃
止
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請

願
に
つ
い
て

質
疑 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
廃
止
し

て
、
老
人
保
健
制
度
に
戻
す
こ
と
で
、
現
状

の
問
題
点
が
解
決
さ
れ
る
の
か
。

答
弁 （
紹
介
議
員
）問
題
点
の
多
い
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
を
速
や
か
に
廃
止
し
、
新
た

な
医
療
制
度
を
改
め
て
作
り
直
す
間
、
老
人

保
健
に
戻
す
も
の
で
あ
る
。

意
見 

世
界
に
も
例
が
な
い
高
齢
者
の
差
別

医
療
で
あ
り
、
一
日
も
早
く
廃
止
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、
採
択
と
し
た
い
。

　

国
に
お
い
て
新
た
な
高
齢
者
医
療
保
険
制

度
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
推
移
を
見
守

る
必
要
が
あ
り
、
不
採
択
と
し
た
い
。

☆
22
請
願
第
５
号
最
低
保
証
年
金
制
度
の
制

定
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

に
つ
い
て

質
疑 

消
費
税
に
財
源
を
求
め
な
い
と
あ
る

が
財
源
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
弁 （
紹
介
議
員
）消
費
税
で
の
財
源
確
保

は
低
所
得
者
に
と
っ
て
厳
し
い
た
め
高
所
得

者
や
、
企
業
か
ら
財
源
を
確
保
す
べ
き
で
あ

る
。意

見 

無
年
金
者
や
低
年
金
者
の
増
加
を
防

ぎ
最
低
保
証
年
金
制
度
を
最
低
限
の
生
活
を

保
障
で
き
る
よ
う
に
制
定
す
べ
き
と
考
え
、

採
択
と
し
た
い
。

　

消
費
税
に
財
源
を
求
め
な
い
と
い
う
こ
の

制
度
の
制
定
は
何
に
財
源
を
求
め
る
の
か
。

結
局
国
民
に
か
え
っ
て
き
て
し
ま
い
、
財
源

が
は
っ
き
り
し
な
い
た
め
、
不
採
択
と
し
た

い
。

☆
22
請
願
第
６
号
高
齢
者
の
生
活
実
態
に
見

合
う
年
金
引
き
上
げ
を
求
め
る
意
見
書
の
採

択
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て

意
見 

年
金
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
そ
の
こ
と

が
高
齢
者
の
生
活
を
脅
か
し
て
い
る
た
め
、

老
後
の
生
活
を
助
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す

べ
き
と
考
え
、
採
択
と
し
た
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
率
が
60
パ
ー
セ

ン
ト
前
後
と
い
う
状
況
を
ま
ず
解
決
す
べ
き

で
あ
り
、
新
た
な
制
度
を
設
け
る
べ
き
で
な

い
と
考
え
不
採
択
と
し
た
い
。

　

今
回
、
議
会
運
営
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま

し
た
議
案
は
、
議
会
改
革
に
関
す
る
事
項
に

つ
い
て
調
査
、
研
究
を
行
う
た
め
議
員
提
出

さ
れ
ま
し
た
「
議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
設

置
に
つ
い
て
」
で
あ
り
ま
し
た
。
主
な
質
疑・

提
出
者
の
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。

質
疑 

議
員
定
数
な
ど
の
要
望
書
を
受
け
て

の
特
別
委
員
会
の
設
置
な
の
か
。

答
弁 

あ
く
ま
で
議
会
改
革
の
議
論
を
す
る

た
め
の
設
置
で
あ
り
、
要
望
書
と
は
切
り
離

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

意
見 

今
ま
で
で
も
、
議
会
運
営
委
員
会
で

議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
特
別
委
員

会
を
設
置
す
る
必
要
が
な
い
。

　

全
員
で
議
論
を
す
る
た
め
に
は
特
別
委
員

会
を
設
置
す
べ
き
で
あ
る
。

討
論 

現
在
、
議
会
運
営
委
員
会
で
議
会
基

本
条
例
を
中
心
と
し
た
議
論
が
さ
れ
て
お
り
、

年
度
内
に
一
定
の
方
向
を
出
す
こ
と
を
確
認

し
て
い
る
。
ま
た
、
特
別
委
員
会
の
任
期
は
、

議
員
の
任
期
内
で
あ
り
、
継
続
性
が
担
保
出

来
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
か
ら
し
て
も
、
議

会
運
営
委
員
会
で
引
き
続
き
議
論
し
た
方
が

い
い
の
で
反
対
す
る
。

　

議
会
改
革
に
つ
い
て
は
、
全
員
で
議
論
す

べ
き
で
あ
り
、
特
別
委
員
会
設
置
に
賛
成
す

る
。

議
会
運
営
委
員
会

意
見

常任委員会所管部署

第
１
常
任
委
員
会

総務部
市民部
福祉事務所
会計課
消防本部
総合病院
老人保健施設やすらぎ
駄知診療所

第
２
常
任
委
員
会

建設部
経済環境部
水道部
教育委員会


